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［論文要旨］

　本稿で取り上げる大和ミュージアム（広島県呉市）は，正式名称が「呉市海事歴史科学館」であ

り，呉市を設立主体とする博物館である。呉における戦前から戦後に至る船舶製造技術を主たる展

示内容としているが，愛称の「大和ミュージアム」が示すように，旧日本海軍の超大型軍艦「大和」

の建造およびその軍事活動が展示の中心となっている。こうした特徴から，大和ミュージアムは少

なからぬ物議を醸しつつ，2005（平成 17）年 4 月 23 日に開館した。ただし，多くの関係者の予想

を大きく裏切り，大和ミュージアムは極めて多くの入館者を集め，開館後約 8 年を迎えた 2013（平

成 25）年 3 月 17 日，累計入館者数が 800 万人に達した。通常の地方の歴史博物館の年間入館者数

が数万人という規模であることからも，その極度の人気ぶりがうかがえる。この博物館は，その人

気ぶりから呉市やその周辺の観光・地域戦略を大きく変化させている。本稿では，そうした大和ミ

ュージアム開館を契機とする呉市周辺の観光・地域戦略の変化について明らかにするものである。
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